
2021（令和３）年度　自然環境保全団体へのアンケート（案）

西暦（和暦） 2017（H29）年度 2021（R3)年度
実施期間 8月15日～8月31日 8月以降
対象者 地域環境協議会で関わりのある県内の自然環境保全団体 地域環境協議会で関わりのある県内の自然環境保全団体を予定

回答数 36団体/65団体　 （対象団体数は確認中）

設問１ 貴団体の活動の概要を教えてください。 貴団体の活動目的に当てはまるものを選んでください ・団体の基本情報

※自由記述
□緑化推進、管理・保全活動　□自然環境の保全　
□公園の清掃、美化、植栽の管理　□まち・道路の美化
□ごみの減量・リサイクルの推進
□大気・水質等の汚染物質に関する計測や情報提供
□環境保全に関する啓発活動
□自然体験・環境学習の実施・指導・支援
□その他（　　　　　）

設問２ 貴団体が主に活動する市町村名または活動地を教えてください。 貴団体が主に活動する市町村名または活動地を教えてください。 ・団体の基本情報

※自由記述 ※自由記述

設問３ 貴団体が活動するフィールドはどこですか。（複数回答可） 貴団体が活動するフィールドはどこですか（複数回答可） ・団体の基本情報

□森林　□農村　□都市　□河川・湿原　□沿岸・海岸　□その他
□森林　□農村　□都市　□河川・湿原　□沿岸・海岸
□その他（　　　　　）

設問４ 貴団体の構成人数を教えてください。
貴団体の年代別の構成人数を教えてください（年代区分ごとに人
数を記入）　※合計人数で団体の規模（人数）も把握

・団体の基本情報

※自由記述
□～20歳　□21～30歳　□31～40歳　□41～50歳
□51～60歳　□61～70歳　□71歳～

設問５ 貴団体の年代別の構成を教えてください。 貴団体の活動頻度を教えてください。 ・団体の基本情報

□～20歳　□21～30歳　□31～40歳　□41～50歳
□51～60歳　□61～70歳　□71歳～

□週に１回程度以上　□月に１回程度　□２～３か月に1回程度
□半年に1回程度　□年1回程度　□その他（　　　　　）

設問６ 貴団体が活動するにあたって、現在の人数で足りていますか。 貴団体の主な財源を教えてください。（複数回答可）
・団体の基本情報
・2017年度（設問12）
を修正

□足りている
□足りていない（理由とどれくらいの人数が必要か）

□会員の会費・入会金
□寄附金・協賛金
□行政の補助金・助成金
□民間団体（企業や財団等）の補助金・助成金
□自発的事業による収入
□行政の委託事業による収入
□民間の委託事業による収入
□参加者から徴収した会費
□その他（　　　　　）

設問７
貴団体の活動人数を確保するために、どのようなことをされてい
ますか。（複数回答可）

貴団体が活動を行う上で課題だと感じていることは何ですか。（複
数回答可）

・活動上の課題を確
認

□チラシを作成・配布　□ホームページを作成・紹介
□会員の知り合いに紹介　□その他

□団体運営の中核を担う人材の不足
□活動を支え、応援してくれるボランティアの不足
□活動する場所の不足
□活動資金の不足
□活動に必要な機械・物品等の不足
□活動に必要な知識・技能の向上を図る機会の不足
□団体情報や活動内容を地域住民等に発信する機会の不足
□活動に必要な新しい情報等の不足
□行政や企業、他団体とのネットワークの不足
□後継者の不足
□特になし
□その他（　　　）

設問８ 貴団体には、後継者がいますか。
貴団体では、広報活動としてどのような取組を行っていますか。
当てはまるもの（取組方法として近いもの）を教えてください。（複
数回答可）

・広報活動の取組
　状況を確認

□いる
□いない（いない場合は今後の活動についてどのように考えているか）
　　□後継者を探して、かつどうをけいぞくしていきたい
　　□他の自然環境保全団体と合同で活動を継続していく
　　□今の代で活動を休止する
　　□その他

□活動だよりや新聞等を定期的に発行
□イベントの開催前などにチラシ等を発行
□団体専用のホームページを活用
□団体専用のSNS（ブログ、facebook、Twitter、ＬＩＮＥなど）を活用
□活動地域の自治体やボランティアセンター等のWEBサイト（掲示
　　板等の機能）を活用
□活動地域の自治体やボランティアセンター等に団体の発行物や
　　チラシ等を配架
□会員の知り合いを通じて紹介
□マスコミ（新聞、テレビ、コミュニティFM、ケーブルテレビ等）
　への情報提供
□特になし
□その他（　　　　　）

設問９ ９．貴団体の活動頻度を教えてください。

貴団体では、自然環境の保全に必要な情報（生物の生態、生物
多様性や希少種の保全手法、外来種の防除方法、関係法令、イ
ベント情報、助成情報等）をどこから収集していますか。（複数回
答可）

・活動に必要な情報
の入手先を確認

□週に数日ほど　□週に１日ほど　□月に数日ほど
□半年に数日ほど　□１年に数日ほど　□その他

□テレビ、ラジオ 
 
□一般向けの新聞や雑誌　
　
□業界向けの新聞や雑誌
□インターネット　
□自治体の広報誌
□自治体のWEBサイト
□自治体のSNS（facebook、Twitter等）
□他の環境保全団体の広報誌
□大学等の専門家のWEBサイトまたはSNS
□特に何もしていない
□その他（　　　　　）

備考

資料１１
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2021（令和３）年度　自然環境保全団体へのアンケート（案）

西暦（和暦） 2017（H29）年度 2021（R3)年度
実施期間 8月15日～8月31日 8月以降
対象者 地域環境協議会で関わりのある県内の自然環境保全団体 地域環境協議会で関わりのある県内の自然環境保全団体を予定

回答数 36団体/65団体　 （対象団体数は確認中）

備考

資料１１

設問１０ 活動時間は足りていますか。
県が実施している生物多様性保全のための取組について、知っ
ているものをすべて選んでください。

・県の取組に関する
認知度を確認

□　足りている　

→活動時間を確保するために工夫されていることがあれば教えてください。

□　足りていない

→足りていない要因は何だと思いますか。

　□　人数の確保ができないために、活動時間が確保できない。
　□　その他（　　　　　　　　）

設問１１
貴団体が活動するにあたって１年間で必要な経費はどれくらいで
すか。

自然環境の保全に関して、県から提供してほしいと思う情報は何
ですか（複数回答可）

※自由記述
□生物多様性の保全と持続可能な利用に関する施策
□希少な動植物種に関する基本情報（リスト、生育・生息状況）
□希少な動植物種に関する施策や保護・回復の取組
□外来種に関する基本情報（生態、分布状況、対策の優先順位等）
□外来種の防除に関する施策や防除方法
□地球温暖化など地球環境問題に関する情報
□食品ロス削減や再資源化、リサイクルに関する情報
□大気や水質、廃棄物などの環境汚染に関する情報
□県内で活動している環境保全団体の研究報告書や活動報告書
□県が主催する自然観察会やその他イベント等の開催情報
□県が作成した環境啓発資料の情報
□団体支援情報（助成金やその他の支援）
□県内で生物多様施の保全に貢献している企業や教育機関等の情報
□環境に関する新しい情報（COP15、生物多様性国家戦略、SDGｓ等）
□その他（　　　　　）
□特になし

設問１２ 活動費はどのように確保していますか。（複数回答可）
今後活動するにあたって、次の対象に求めることは何ですか。
（複数回答可）

・各主体に求めること
を確認

□団体構成員の会費
□自治体（具体的に　　　市・町・村）
□寄附金（具体的に（差し支えなければ　　　からの寄附金）

①行政
　□活動費の助成
　□他団体（市町村や企業等も含む）との交流の場を設ける、コーデ
　　ィネート
　□活動に当たっての助言・専門家の紹介
　□団体の活動状況を県のホームページ等で紹介
　□その他（　　　　　）
　□特になし

➁教育機関
　□子どもたちの生物への関心を向上させるための自然観察会等
　　 の実施
　□生物多様性に関する教職員への研修の実施
　□小学校等と団体との協働による保全活動の実施
　□その他（　　　　　）
　□特になし

③企業（CSR※活動として求めること）
　　　　※企業の社会的責任のこと。具体的には、地球環境・地球環境への配慮や

           　　地域社会参加などの社会貢献活動をいう。

　□自主的な環境保全活動
　□活動に対する人的支援（社員のボランティア参加等）
　□活動に対するモノ（物品や活動場所等）の提供
　□団体への寄附等
　□企業と環境保全団体とが協働・連携した環境保全活動の実施
　□その他（　　　　　）
　□特になし

設問１３
活動するにあたって、現在、専門家や行政とのつながりはありま
すか。

今後の活動の展望や発展させたいこと等ありましたら御記入くだ
さい。

・今後の展望等を確
認

□　専門家・行政とのつながりがある ※自由記述

□　専門家とのつながりがある

□　行政とのつながりがある

□　つながりはない

（差し支えがなければ、つながりのある専門家と地方自治体名を教えてください。）

　専門家　　　　　　　　　　　　　　地方自治体名　　　　　　　　　　

□福岡県生物多様性戦略
□生物多様性を守るための「県民行動リスト」
□福岡県レッドデータブック
□福岡県レッドデータブックのWEBサイト「福岡県の希少野生生物」
□福岡県希少野生動植物種の保護に関する条例
□福岡県侵略的外来種リスト
□外来種防除リーフレット
□福岡県生物多様性WEB情報サイト（facebook）
□地域環境協議会
□福岡県生物多様性アドバイザー
□その他（　　　　　）
□いずれも知らない

・活動する上で、どん
な情報が不足してい
るか確認
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2021（令和３）年度　自然環境保全団体へのアンケート（案）

西暦（和暦） 2017（H29）年度 2021（R3)年度
実施期間 8月15日～8月31日 8月以降
対象者 地域環境協議会で関わりのある県内の自然環境保全団体 地域環境協議会で関わりのある県内の自然環境保全団体を予定

回答数 36団体/65団体　 （対象団体数は確認中）

備考

資料１１

設問１４
活動で得たデータ・写真などの保存や管理はどのようにされてい
ますか。

□　団体専用のパソコン等で保存

□　個人（代表者等）のパソコン等で保存

□　会員各自のパソコン等で保存

□　保存・管理はしていない

□　その他（　　　　　　　　）

設問１５
今後活動するにあたって、次の対象に求めることは何ですか。
（複数回答可）

①行政

　□　活動費の助成金
　□　他団体（市町村、企業等も含む）との交流の場を設ける、
　　　 コーディネート
　□　活動にあたっての助言・専門家の紹介

　□　貴団体の活動状況を県ホームページ等で紹介

　□　その他（　　　　　　　）

②教育機関

　□　子どもたちの生物への関心を向上させるための自然観察会等
       の実施

　□　生物多様性に関する教員への研修の実施

　□　小学校等と団体との協働による保全活動の実施

　□　その他（　　　　　　　）

③企業（ＣＳＲ※活動として求めること）

※ＣＳＲ：企業の社会的責任のこと。具体的には、地球環境・地域環境へ
の配慮や、地域社会参加などの社会貢献などをいう。

　□　自主的な環境保全活動

　□　環境保全団体の活動に参加

　□　環境保全団体への寄附金

　□　その他（　　　　　　　）

設問１６
今後の活動の展望や発展させたいこと等がありましたら御記入く
ださい。

※自由記述
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